


遺跡では近年 7世紀の竪穴住居の出土例が増えてきて

おり、先年度の調査では 5棟が確認されている。竪穴

住居の構造は 7世紀になると小型化したものが多くな

り、これが当地域の竪穴住居の最終形態のひとつであ

る事がわかってきた。

(側栗東町文化体育振興事業団 佐伯英樹)

10.前方後方型周溝墓を発見
はりま だひがし

守山市播磨田町播搭聞東遺跡

播磨田東遺跡は守山市播磨田町に所在し、東約500m

のところに野洲川が流れる位置にある。

今回の調査地は遺跡の東端にあたり、共同住宅建築

に先立つて約550ぱを調査した。今回は検出した遺構の

うち、古墳時代の周溝墓群 (SX-2"-' 4 )について報

告したい。

sx-2は周溝の一辺中央に陸橋部をもっタイプの

周溝墓で、規模は一辺4.8mX5 m、周溝の深さは

10"-'50cmである。sx-3は陸橋部がやや前面に拡張し

てはいるが、溝は全周しないタイプの前方後方型周溝

墓であり、一部のみ検出されている。周溝は深いとこ

ろで約1.2m、端部の浅いところでは約80cmで、ある。

sx-4は陸橋部がさらに拡張し、溝が全局するタイプ

の前方後方型周溝墓で、規模は全長推定14m、前方部

長 5m、後方部長推定 9m、前方部i福3.7m、後方部幅

推定10.3mである。周溝の深さは、後方部側で約1.2

m、前方部側で約30cmである。これらsx-2"-' 4はほ

とんど時期差がなく、古墳時代前期のものと考えられ

る。

前方後方型周溝墓の形は、方形周溝墓の一辺の中央

に陸橋部をもっタイプから、やや陸橋部が拡張するタ

イプ、さらに陸橋部が拡張するタイプ、そして拡張し

た睦橋部から後方部までを溝が全局するタイプという

ような発達過程がたどれると言われている。これまで

に野洲川流域では前方後方型周溝墓が数多く検出され

ており、これらを概観すると、発達過程をたどれる前

調査地全農

述の 4タイプが古墳時代前期に併存することがわかり、

墳形の違いは階層差を表している可能性があると考え

られる。今回の調査でも、ほぽ同時期で墳形の異なる

周溝墓が隣接して検出されていることから、その可能

性は高くなったといえる。

(守山市教育委員会藤原恵美)

11.独立棟持柱付建物の調査

守山市古高町下長遺跡

独立棟持柱付大型建物

下長遺跡は昭和58年に発見された遺跡で、今西の調

査を含めて18次の発掘調査が実施されている。今回の

調査地点、は、!日河道が分流するとみられる微高地の先

端にあたっている。この周辺ではかつての調査によっ

て琴・直弧文を施した万の柄頭・銅鐸の飾耳・石郵11・

鏡などが出土している事から祭組関連の遺構が存在す

るものと予想された。

今回の調査では調査区の東半部で旧河道が検出され

た。この旧河道は11:額約40m、深さ約 2mの規模で、多

量の自然植物遺体や土器などが出土した。河道の最下

層は細砂および砂!擦の堆積がみられ、同層内より弥生

後期前半~後半の土器が多数出土した。弥生後期には

旧河道に水流があり河川として機能していたと考えて

よい。この河道が埋没する過程で、少なくとも 4田に

わたって水田が造営されている。出土土器から推定す

ると、古墳時代前期・奈良時代・平安時代・鎌倉時代

と考えられ、古墳時代前期の集落遺跡、が衰退する過程

で!日河道に土器や木が捨てられ、旧河道そのものが埋

没していったのであろう。畦畔の下には木が敷かれ安

定させようとしている。旧河道の肩口には地形に沿っ

て水路が掘削されていて、これは弥生後期~古墳時代

前期の掘立柱建物を切っている。

微高地の先端には大型独立棟持柱建物を含む建物群

が検出されている。大型建物は 1問X3間(4.5mX7.8

m)の規模で弥生後期末と推定される。さらに、問地

点に 2問X3問 (4m X 5 m) の独立棟持柱建物が検
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